
令和６年２月公表25世帯中19世帯回答（回収率76％） 　　　　　　　　　　　　事業所名　あんだんてびぃーぼ

【環境・体制整備】

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ 改善目標・工夫している点

15 4

78.9% 21.1% 0.0%

19

100.0% 0.0% 0.0%

16 3

84.2% 15.8% 0.0%

【適切な支援の提供】
チェック項目 はい

どちらとも
いえない いいえ 改善目標・工夫している点

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ
れた上で、個別支援計画（放課後等デイサービス
計画）が作成されているか

100.0% 0.0% 0.0%

活動プログラムが固定化しないよう工夫されている
か

94.7% 5.3% 0.0%

5 10 2

26.3% 52.6% 10.5%

⑥
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がいの
ない子どもと活動する機会があるか

・学校で多くの子ども達と交流する機会があるので、当事業所で
は積極的な交流は行っていない。
・不特定多数の子と交流する事が難しい利用者もいるため、一人
ひとりの特性を考慮して検討していく。

事業所の設備等はスロープや手すりの設置
などバリアフリー化の配慮が適切になされて
いるか

④
（参考）個別支援計画とは、放課後等デイサービスを利
用する個々の子どもについて、持っている力、置かれて
いる環境や日常生活全般の状況を把握し、総合的な支
援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるため
の課題、支援の具体的内容、配慮事項などを記載する
計画のこと。児童発達支援管理責任者（佐々木）が作成

する。

（参考）活動プログラムとは、事業所の日々の支援の中
で一定の目的を持って行われる活動のこと。子どもの特
性や課題、平日/長期休暇の別等に応じて柔軟に組み

合わせて実施されることが想定されている。

⑤

令和５年度　放課後等デイサービス事業所評価表（保護者向け）

19

・年齢や活動内容に応じて適した部屋を使用している。
・利用人数や活動内容によって、感染予防対策をして公共の体育
館等の地域施設の利用を検討した。

・基準以上の職員数を配置している。
・利用者の人数や年齢、その日の様子等を考慮し、個別対応も可
能な様に職員を配置している。
・保育士、幼稚園教諭、小中高教諭、児童指導員、社会福祉士等
の資格を有している職員が勤務している。

・建物のバリアフリーは構造上難しい。現在の利用者に不便はな
いが、今後、段差等に配慮が必要な子が利用する場合は安全
面、活動面での工夫をしていく。

・送迎時や面談時、アンケート調査から保護者等のニーズを聞き
取っている。
・日々、指導員が子どもの様子を観察し、児童発達支援管理責任
者と指導員で一人ひとりの課題を客観的に分析している。児童発
達支援管理責任者が総合的に判断し個別支援計画を作成してい
る。

①

②

③

子どもの活動等のスペースが十分確保されている
か

職員の配置数や専門性は適切であるか

・子ども達が興味関心を持った事を職員が意識して拾い上げ、主
体的に活動できるように環境を整えている。
・通常の活動以外に外出行事やスポーツレク等でいろいろな体験
ができる活動を設定している。今年度は感染予防対策をしボッ
チャにも挑戦した。

18 1
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【保護者への説明】

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ 改善目標・工夫している点

19

100.0% 0.0% 0.0%

19

100.0% 0.0% 0.0%

18 1

94.7% 5.3% 0.0%

5 7 5

26.3% 36.8% 26.3%

18 1

94.7% 5.3% 0.0%

19

100.0% 0.0% 0.0%

14 5

73.7% 26.3% 0.0%

19

100.0% 0.0% 0.0%

・定期的に利用予定、行事予定（内容、持ち物、費用等の詳細）を
書面でお知らせしている。
・活動の様子はブログで発信する。
・自己評価の結果はホームページで公開する。

・個人情報は施錠できる棚に保管し、職員には扱いに十分注意す
るよう周知徹底している。
・退職後も個人情報保護の責務を果たすよう雇用契約時に誓約
書を交わしている。

⑬

⑭

定期的におたよりやホームページ等で、活動や行
事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己
評価の結果を子どもや保護者に対して発信してい
るか

個人情報に十分注意しているか

⑩

⑪

⑫

父母の会の活動支援や、保護者会等の開催等に
より保護者同士の連携が支援されているか

子どもや保護者からの苦情について、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保護者に周知・説明
し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対応して
いるか

子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

⑨

支援の内容、利用者負担について丁寧な説明が
なされたか

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど
もの発達の状況や課題について共通理解ができ
ているか

保護者に対して面談や、育児に関する助言等の支
援が行われているか

⑦

⑧

・契約時に重要事項説明書の内容を詳しくお伝えしている。（運営
規定、支援内容、利用者負担額、個人情報保護等）

・送迎時や個別面談、モニタリング時に事業所での様子をお伝え
している。また保護者等から家庭での様子を教えていただいてい
る。
・保護者等と発達状況や課題について具体的に話し合い、共通理
解を図っている。

・年２回以上、個別面談を行っている。また定期面談以外にも保護
者等の希望や子どもの状況に応じて個別面談を行っている。
・送迎時に保護者等が悩んでいる様子が見られた時には、当事業
所から声かけを行っている。

・保護者等の茶話会や勉強会の実施を検討していたが、感染予
防のため今年度の実施は見送った。

・保護者等から相談や申入れがあった場合は、迅速に電話、面
談、家庭訪問を行っている。
・苦情受付体制を整えている。

・利用者それぞれに理解できる表現方法で、意思の疎通、情報伝
達を行っている。
・保護者等が利用しやすい方法（面談・電話・メール・連絡帳）で意
思疎通、情報伝達を行っている。
・現在は聴覚、視覚障がい等の子どもや保護者等は利用していな
いが、対象となる方が利用する場合は対応に配慮をする。
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【非常時等の対応】

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ 改善目標・工夫している点

16 3

84.2% 15.8% 0.0%

18 1

94.7% 5.3% 0.0%

【満足度】
チェック項目 はい

どちらとも
いえない いいえ 改善目標・工夫している点

17 1 1

89.5% 5.3% 5.3%

19

100.0% 0.0% 0.0%

（保護者の皆様へ）

・各マニュアルをホームページで公開している。
・重要事項説明書の説明時にマニュアルを公開している事
をお伝えしている。今後も保護者に周知していく。

・災害マニュアルを策定して、子ども達参加の避難訓練（地
震、火事、津波）を年２回以上実施している。
・避難訓練前には子ども達への事前学習、実施後には振り
返りを行っている。
・スタッフミーティングの際に、いろいろな発生状況（出火場
所、不審者等）に応じた避難訓練を実施している。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを作成し、保護者に周知・説明され
ているか

⑱ 事業所の支援に満足しているか
・今後も本人、保護者等のニーズを把握し、支援に反映させてい
く。

・今後も子ども達がイキイキと楽しく活動できるように活動や支援
内容を工夫していく。

子どもは通所を楽しみにしているか⑰

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか

　この「放課後等デイサービス事業所評価表」は、放課後等デイサービス
事業所を利用しているお子様の保護者等の方に、事業所の評価をしてい
ただくものです。
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